
（別紙６）

公表⽇

利⽤児童数

チェック項⽬ はい どちらとも いいえ ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

1
訪問⽀援員からの助⾔や説明は、具体的でわかりやすく、
取り⼊れやすいものですか。

6 1 0

療育先での様⼦やその時の⽀援⽅法などを共有で
きたことで、保育所での関わり⽅がより具体的に
なった
無理のない継続していくことのできる⽀援⽅法を
教えてくださるので、取り⼊れやすいです
事業所で取り⼊れている⽀援⽅法やその⼦に合っ
た⽀援が分かりやすく説明・共有をしてくれた

事業所で練習していることやできるようになっ
たこと、対応⽅法などの情報共有を⾏い、訪問
先で般化できるようにサポートしていきます
また、訪問先の環境で無理なく⾏えることもア
ドバイスできるようにしていきたいと思ってお
ります

2
訪問⽀援員の⽀援に対する知識・技術等に満⾜しています
か。 6 1 0

どう対応していこうか、悩んでいることにもしっ
かり答えてくれて助かっています
様々な気づき・技術をお持ちで、こちらも勉強に
なりました

今後も訪問先の先⽣と情報共有を⾏いながら、
⽀援者、利⽤児、保護者の３者が満⾜できる⽀
援を⾏なっていきたいと思っています

3
訪問⽀援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれて
いますか。

6 1 0

事業所での様⼦を教えてくださって、幼児を理解
する上でとてもありがたいです
こちらの質問に対して丁寧に回答してくれ、参考
になった

事業所と訪問先との良好な関係を構築し、
互いに相談し合える関係にしていきたいと
思っています

4
保育所等訪問⽀援を利⽤したことで、課題や困りごとが解
消または軽減されましたか。

5 2 0

いろいろな⽀援⽅法を実践してより良い関わり⽅
を考えることができた
課題や困りごとに対して、具体的な対応⽅法を教
えてくださって助かった
1ヶ⽉に1〜2回程度利⽤することで、その時の課
題や困りごとが軽減されました

今後も無理なく実践しやすい関わり⽅のア
ドバスができるように取り組んでいきます

5 事業所からの⽀援に満⾜していますか。
5 2 0

優しく⼀緒に幼児を考えてくださるので、うれし
いです

これからも協⼒し合いながらいい関係性を
深めていきたいと思っています

・定期的な訪問⽀援により保育所でのʻ今ʻの様⼦を伝えることができ、療育先と保育所が連携して⽀援を考えることがで
きた。
・幼児に対してよりよい⽀援や⽅向性を考えようとしてくれる姿勢がすてきだなと感じている。いろいろ教えてくださ
り勉強になっている。
･学期ごとに1回程度授業の様⼦を⾒に来ていただき。⽣活や学習の様⼦を⾒に来て頂きこちらの様⼦を伝える程度しか
お話できていないので、助⾔や⽀援は受けていない。
・私たちの悩みをその都度聞いて適確なアドバスをくださる。家庭状況が変わり、⼦どもの情緒が安定しない時には訪
問の回数を増やし、今の状況に応じた⽀援⽅法を教えて頂き、お互いに同じ⽅向を向いて⽀援していくことができた。
・療育の様⼦を⾒せて頂いて園でも取り⼊れたいことの参考になった。連携し⼀⼈⼀⼈の成果を⽀えていけるよう協⼒
していくことの⼤切さをあらためて感じた。

訪問先の受け⼊れ態勢や保護者の意向によって、定期的に訪問⽀援を⾏えている場所もあれば、回数が少ない場所も
ある。訪問頻度が少ない訪問先に関しては、その間にも先⽣⽅の負担にならない程度に連絡を取り合い情報共有を⾏
なっていきたいと考えています。
何度も訪問し、関係性を深めている園にや学校からは積極的にご相談や意⾒を求めてくださる場⾯もあり、こちらか
らのアドバイスも快く実践していただいているおかげで利⽤児の成⻑に⼤き苦く貢献していただいていると感じま
す。
今後もより信頼いただけるよう⽇々学びを深め、訪問先それぞれの環境でできることを提案し、情報共有を⾏なって
いくことで⼀緒に⼦どもたちの明るい未来をつくっていけるよう協⼒し合っていきたいです。

事業所名
  2026年  3⽉   16⽇

くらすぴっつkids
 2026年   2⽉   15⽇   7回収数

その他のご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


